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ダイソン博士逝《

第十代グリ昌チ天文凝艮　勅任天丈博f：H．Spenser　Junes

　本態急報第350號で取り敢へす報じた如く，前グリニチ天文毫長サIFrank

Watson　Dyson榑：士は71歳の高齢を以って去る五月25日逝去された．下にスペ

ンサ・ジヨンズ氏の筆になる小傳（抄課）を掲げる．

　ダィソン博士は1858年一月8日に生れ，Bradford小出校とケンブリヂのTri－

nity定心で教育を受けた．彼はケンブリヂ在雪中，成績優秀で，度々賞を受け

た．1894年，H．　H。　Turner氏がオクスフオド垂心教授に任ぜられたので，氏

は其の後穐者としてグリニチ天文藁の首席助役となり，1906年にはスコトラン

ドの勅任天文博士となったが，途に1910年にはグリニチ墓長に進んだ．

　ダイソン氏の最初の大事業は，W．　G．　Thackeray氏と共に，　Groombridge

の周極星目録の新版を作製したことである．スティヴン・グル1ムブリヂとは

隠退した商入で，1806年から1819年までBlackheathに私立天文藁を建て，3謡

曲口揮の子午環（焦黒蓋距離5沢）で4000ケの週極星を27000回にわたって観測した

篤志家である．観測も器械の取り扱ぴも共に見事であったが，整理の方法が現

代的でなかったので，ダィソン氏等は，親始原帖から全く新しく整理しなほし

た．それから，グリ昌チでは此等のグル1ムブリヂ星を観測し直し，こうした

前後2回の槻測から，固有運動を算出レた．此等の固有運動は歳差や太陽運動

の決定のために利用された．酬うした研究は1905年に絡了した．恰も其の前

年，カプタインは1705－62年のブラドリの襯測の分析研究によって星流の存在

を獲見したので，上記のグル1ムプリヂ星の固有運動をグリニチの首席助役と

なったA．S．　Eddington氏が利用して，カプタインが用ひ・たよりも遙かに遠晒

離の星から，星流を確論した．

　グル1ムブリヂ星の研究から，ダイソン氏は恒星の距離，蓮動，分布，光力

等の關係を追及し，1910年以後，多くの論文を褒表した．

　ダイソン氏は，．首席助役時代から，恒星の爲眞目録作製のため撮影を働み，

國際天文條約によってグリ昌チ天文凄に分推させられた北緯65。から北極まで

の野々の位置を測定した，藁長となって，更に此等の研究を奨働し，大運動星
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ
の薩齪や・顧鍍の襯や・葡蔽の決欝をやり・叉・上言己の勲

目鍵の撮影を（こんど髄面「e）再び獅し揃のと上ヒ較して，三二有1竃

動を測定した．

襯日飾諸問題も・ダィソン氏の臆を惹いた氏は三下測趣略

き・一Nも曇天に合はな嘩儲だつだ・192フ年洪國内硯餓瞼の時な

ど，グリ好回勅てギグノレスヰクに廿脹したが・他は糧天であったのに

此の土地だけは献であった・氏は止断で色囎やコptのスペハル鞭1則

した．

1919年五月の眼遠征嬢表したのはダイソン氏だつた・禰・1917年のeri，

氏はアィンスタイ源理の研究のため・恒星の警め融を確かめるのVC191gtp

の日食が好都合であることを知り・間もなく欧洲大職が絡了する見込みを以っ

て，二つの遠征除を派邉するととを計設した・此の親骨が・果して如何なる結

果繍したかとい群細を蘇述べる必要はあるまい・其の見事な頗によ

り・アィンスタィンの原理は世界一般の認める所となった・1933年，ダィソン

氏は隠退し，其の後・R・v・d・S・Wooley氏と共lc“Eclipses　of　the　Sun　and

MoOn”を1937年に著した．此の書は日食の最良再である．

　ダィソン氏は噂刻や時計製作術に興味を有し，かのB・B・C・放逸局から全

野へ正確な標i鱒として腿する‘‘繍式”の報舵創意した・氏は上議

塒二二院長となり・1928年に其の學1院より金野受け，樹ほ，時計製造謙

員であった．

　欧洲大戦後，理學の國際協力が叫ばれた時，ダイソン氏は國際研究會議や國

際天文同盟の組織に審力し，天文學の各方面に於ける國際協力の實現を見るに

至つkのは・氏の努力と指導噸ふ働…多く，途va　1928－1932年に氏1添文同

盟長となった．

　ダィソン氏は191　1－1913年VCVよ・1ヤル天文學引回となり・1916一一一1918年に

は大英天文協會長・1913－1917年iCは・1ヤ・レ學會長となった・又，1921年に

は・ロ1ヤル學會からPLヤル賞牌を受け・翌1922年にはパシ7イク天文學會の

ブル1ス金牌を受け・1925年にはロ1ヤル天文巴町の金牌を受けた．樹ほ，．オ

クスフオド・ケンブリヂ・エデンボロ・ダiラム・りいゾ・bpント・パ1ス，
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メルボンの各大學から名四學位を受け，丁丁の多くの學會やアカデミの會員に

推された．叉，1915年にはナイトとなり，1926年にはK．B．　E．となった．

　ダイソン氏の人格は多くの人を惹きつけ，其の部下のためには良い主入であ

ると共に，良V・友であった．氏はCaroline　Best嬢・と結女烈し，二，男六下を學げ

たが，夫人は不幸にして1937年に死なれた．世界各國の天文家も，氏の家庭で

心地良く三門された．氏は叉，社町のために閉す所が多かった．

慰め手　と　し　て

本　　多　　顕　　彰

　科學史を見ると，科學の研究は人間に一番遠いところ，すなはち天文學に始

まり，次いで物理學，化學，：地質學を経て，生物學に至り，最後に人間の研究

といふことになってみるといふととだ．これはバートランド・ラッセルの意見

ださうだが，なかなか興味のある意見だ．

　　　　　　　　　　　　　×　　　　　x　　　　　x

　科學も天文學となると，感情も偏見も混へないで，純粋に客観的な観察と研

究とが出來さうに思はれ，物理學においてもさうだと思はれるが，生物峯とな

るともう駄目だ．ましてや人間の科學となると，研究者自身が人間なのだから

純粋な客観など望むべくもない．この研究が一番後廻しになったのも隠然だ．

　人間の科學は大いに獲展を途げ，その研究は微に入り細を穿つといふほどの

ものになったが，一番大きい，そして最後の問題　すなはち人間は何である

か，何のために生きるかの問題は，おそらく；永遠に解決されないであらう．尤

も，これは三三の問題であるよりは，二二の問題であらうけれども．

　　　　　　　　　　　　　x　　　　　x　　　　　x

　しかも現代人は，この問題の宗教的解決よりはむしろ科學的解決を求めてみ

る．そして，それは，まさva．一命を君國に捧げようとしてみる人々やその家族

たちによっては切迫した必死の問題なのである．ζの頃生死の問題を扱った書

物の出版が目立っやうだが，・．それを肥り讃み，そして恐らく幻滅を感じるだら

う人々のことを思って，私は熱いものを感じずにはみられない．


